
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】汚濁水を、前段の接触酸化処理プロセス
と、後段のウェットランドによる浄化処理プロセスとに
より浄化する水質浄化方法であって、
前記接触酸化処理プロセスにおいて；酸化処理槽内部に
微生物担体を配設し生物学的酸化処理による浄化を行う
とともに、該酸化処理槽において発生した余剰汚泥を処
理水と共に後段のウェットランドに投入するようにした
ことを特徴とするウェットランド併用による水質浄化方
法。
【請求項２】前記酸化処理槽内部に攪拌手段を設け、発
生した余剰汚泥を槽底部に堆積させることなく浮遊状態
に維持するとともに、余剰汚泥を処理水と共に連続的に
ウェットランドに供給するようにした請求項１記載のウ
ェットランド併用による水質浄化方法。

【請求項３】前記攪拌手段が水中攪拌ポンプであり、送
気管の一端を前記水中攪拌ポンプの吐出口部に連結し、
水中攪拌ポンプの吐出口よりジェット水とともに、酸素
を供給するようにしてある請求項２記載のウェットラン
ド併用による水質浄化方法。
【請求項４】前記微生物担体として、糸状微生物担体を
用いてある請求項１～３いずれかに記載のウェットラン
ド併用による水質浄化方法。
【請求項５】前記ウェットランド浄化処理プロセスにお
いて：湿地基盤材として少なくとも空隙率９０％以上の
人工充填材を用いるとともに、汚濁水の流下方式を浸透
流れとしてある請求項１～４いずれかに記載のウェット
ランド併用による水質浄化方法。
【請求項６】前記ウェットランド浄化処理プロセスにお
ける脱窒を促進するため、余剰汚泥の供給量を少なくと
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も硝酸性窒素の６倍以上とする請求項１～５いずれかに
記載のウェットランド併用による水質浄化方法。
【請求項７】前記ウェットランド浄化処理プロセスに続
いて、金属系多孔質体を充填した脱リン施設を設け、ウ
ェットランドを透過した処理水に対して脱リン処理を行
うようにしてある請求項１～６いずれかに記載のウェッ
トランド併用による水質浄化方法。
【請求項８】前記接触酸化処理プロセスの前段に、河川
水または湖沼水に混入している粗粒子の分離処理プロセ
スを加えてなる請求項１～７いずれかに記載のウェット
ランド併用による水質浄化方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、ヨシなどの水生植
物を植裁したウェットランドの改良に係り、詳しくは接
触酸化処理プロセスとの組み合わせによりウェットラン
ドの縮小化を図るとともに、前記接触酸化処理プロセス
において必然的に発生する余剰汚泥の効率処理を実現し
得る水質浄化方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、河川、湖沼環境の整備や生態系の
維持の観点から河川水や湖沼水などの水域の汚濁水を浄
化する試みが各地が成されるようになってきた。
【０００３】現在、河川の浄化システムとしては、所謂
「礫間接触酸化法」と呼ばれる方法が多く採用されてい
る。この方法は、人工的に槽内に礫充填層を作り、付着
微生物を多層化することによって付着微生物膜による浄
化能力の増強を図るものである。システム的には、河川
から直接、水を汲み上げて、前記礫充填層を形成した反
応槽に流入し、汚濁水を浄化して再び河川に戻すように
している。
【０００４】また、人工的処理施設を用いない方法とし
ては、河川自体の浄化作用を向上させるために河床形態
を水との接触面積が増加するように改変し、沈殿や付着
微生物群による浄化能の向上を図るものがある。具体的
には、川幅を拡張するとともに、水深を浅くして流下水
と河床との接触機会を多くしてやったり、表面積の大き
なセラミックス、煉瓦、人工水草、人工芝などの微生物
担体を河床に張り付けたり、水面上から懸垂したりして
付着微生物の生息面積を拡大して河川の浄化能力の向上
を図るものである。
【０００５】一方、主に都市排水の浄化や事業所排水の
浄化などを目的として、汚水の浄化能力の向上の点か
ら、天然または合成繊維からなる高効率型の微生物担体
を用いた接触酸化法が実用化されている。前記微生物担
体は、細菌、菌類、原生生物、微小後生生物などの微生
物群が付着・生息し易いように、たとえば幹部とループ
糸とを組み合わせ、あるいは螺旋状に捻り、あるいは巻
回したものであり、処理槽に吊下し、汚水を処理槽に導
いて曝気処理をしてやると、微生物担体に対して曝気に

伴う酸素が十分に供給され、活発に微生物が活動するよ
うになり、高い浄化能力を発揮するようになる。代表的
には、特公平６－６５２９１号、特公平５－４８１１６
号、特公平２－５１５５号公報に記載された微生物担体
を挙げることができる。
【０００６】他方、近年注目されている浄化方法とし
て、ヨシ、ガマ、イグサ、フトイ、スゲなどの水生植物
を植裁した人工湿地により汚水を浄化する方法がある。
この方法は、周辺環境を破壊しないとともに、生態系の
維持が図れる点では、他の浄化方法よりも優る方法であ
る。この場合の汚水流下方式としては、湿地帯の表面を
流す表面流れ方式と、土壌中を流す浸透流れ方式とに分
類される。前者の表面流れ方式では、汚水が土壌や水生
植物（地上茎）と接触する過程で浄化が行われ、後者の
浸透流れ方式では、土壌粒子に付着している微生物や水
生植物の根圏で根茎の表面に付着している微生物による
分解浄化作用と、リン、窒素などの栄養塩が植物に摂取
されることにより浄化が行われる。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、前記礫
間接触酸化法の場合には、汚濁負荷量を上げ過ぎると目
詰まりが発生し易く、定期的に礫間に堆積した余剰汚泥
の引き抜きを行わなければ安定した浄化作用が維持でき
ないなどの問題がある。現状では、礫層の下側に逆洗用
散気管を配設して定期的に逆洗を行い、汚泥混合液を直
接あるいは静置沈殿させた後、ポンプ等で排除したり、
一旦タンク内の礫を取り出して洗浄した後、再び敷設し
直すなどの方法が採られている。
【０００８】また、天然または合成繊維からなる微生物
担体を用いた浄化処理方法は、設備スペースが小さくて
足りる、処理効率の向上が望めるなどの点では、他の接
触酸化方法より優れているものの微生物群が活発に活動
すればするほど、生物膜が肥大化し相当量の余剰汚泥が
発生する。そのため、この余剰汚泥の処理のために別途
の処理設備を必要としているなどの問題がある。具体的
には、剥離汚泥を取り出してこれを汚泥濃縮タンクに送
り、ここでさらに濃縮汚泥とした後、搬出処理するなど
の方法が採られている。いずれにしてもこれらの接触酸
化方法の場合には、閉塞防止や余剰汚泥の処理のため
に、維持管理に多大な設備と労力を必要としているのが
現状である。
【０００９】他方、水生植物を群生させた人工湿地によ
る処理方法は、親水性の向上、自然景観の確保、生態系
の維持を図りながら水質浄化が図れる点では、今後最も
期待される汚水処理方法である。しかしながら、礫間接
触酸化法或いは紐、糸ループ状微生物担体を用いた接触
酸化方法などの浄化プロセスと比べると、単位面積当た
りの浄化能力が小さいために、広大な湿地面積を必要と
し国土の狭い日本での適用には限界がある。特に、汚濁
の進んだ市街地の中小河川への採用は困難とされる。ま
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た、水生植物による栄養塩の摂取によりリンや窒素も同
時に除去されるが、負荷が大きい湿地の場合には極端に
栄養塩の除去率が低下するなどの問題もある。
【００１０】そこで本発明の主たる課題は、環境および
生態系に優しい次世代の浄化方法を目指すために、接触
酸化プロセスとウェットランドプロセスとを組み合わせ
るとともに、その改良により、第１に従来のウェットラ
ンドと比較して必要面積を格段に縮小化し、我が国にお
いて容易に適用し得るようにすること、第２に従来の接
触酸化法において維持管理に多大な労力を必要としてい
た余剰汚泥の処理を容易化すること、第３にＢＯＤだけ
ではなく窒素やリンなどの栄養塩をも効果的に除去し得
るようにすること等にある。
【００１１】
【課題を解決するための手段】前記課題を解決するため
に本発明は、汚濁水を、前段の接触酸化処理プロセス
と、後段のウェットランドによる浄化処理プロセスとに
より浄化する水質浄化方法であって、前記接触酸化処理
プロセスにおいて；酸化処理槽内部に微生物担体を配設
し生物学的酸化処理による浄化を行うとともに、該酸化
処理槽において発生した余剰汚泥を処理水と共に後段の
ウェットランドに投入するようにしたことを特徴とする
ものである。
【００１２】この場合、前記酸化処理槽内部に攪拌手段
を設け、発生した余剰汚泥を槽底部に堆積させることな
く浮遊状態に維持するとともに、余剰汚泥を処理水と共
に連続的にウェットランドに供給するようにするのが望
ましい。好ましくは、前記攪拌手段が水中攪拌ポンプで
あり、送気管の一端を前記水中攪拌ポンプの吐出口部に
連結し、水中攪拌ポンプの吐出口よりジェット水ととも
に、酸素を供給するようにするのがよい。十分な酸素供
給によって接触酸化処理プロセスにおいて硝化が促進さ
れ後段のウェットランドにおいて効率的に脱窒が行われ
るようになる。さらに、前記ウェットランド浄化処理プ
ロセスにおける脱窒を促進するため、余剰汚泥の供給量
を少なくとも硝酸性窒素の６倍以上とするのがよい。脱
窒菌による生物的還元作用（２ＮＯ３
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）の際に、水素供与体としての
前記余剰汚泥（有機ＳＳ）が十分に供給されることで、
脱窒が効果的に行われるようになる。
【００１３】他方、前記接触酸化槽内に配設される微生
物担体としては、幹部から外方に向けてループ糸を突出
させたツリー状のものや、多数の横方向繊維糸条を縦方
向の糸または固定部材で結束して面状としたもの、ネッ
ト状のものなど多種のものを使用することができる。本
明細書では、概して糸状の部材を主たる微生物担持体と
する意味でこれらを総称して「糸状微生物担体」と呼ん
でいる。
【００１４】微生物の担持という点では、礫、セラミッ
クス、煉瓦、プラスチックなどの微生物担体でも同様の

機能を果たすが、本発明では余剰汚泥のメンテナンスフ
リー化を目指すものであり、微生物膜がある程度肥大化
したならば、自然に剥落が進むように、前記ツリー状、
繊維糸条による面またはネット状微生物担体などのよう
に微生物支持体を線状の部材とする前記糸状微生物担体
を用いるようにするのがよい。
【００１５】また、前記ウェットランドにおいては、湿
地基盤材として少なくとも空隙率９０％以上の人工充填
材を用いるとともに、汚濁水の流下方式を浸透流れとす
るのがよい。ポーラスで空隙率の高い人工メディアを湿
地基盤材として用いることにより、微生物の保有量が増
大し酸化分解が効率的に行われるようになるとともに、
浸透流れとすることにより浄化効率が向上する。いずれ
もウェットランドのコンパクト化に大いに貢献すること
となる。さらに、湿地基盤材間での目詰まりを効果的に
抑制するために、前記接触酸化処理プロセスの前段にお
いて、河川水または湖沼水に混入している砂分等の粗粒
子を分離処理プロセスにより除去するようにするのが望
ましい。
【００１６】一方、リン化合物の除去に関し、水生植物
による摂取のみでは所望のリン除去率が達成できない場
合には、前記ウェットランド浄化処理プロセスに続い
て、鉄またはアルミ等の金属系多孔質体を充填した脱リ
ン施設を設け、ウェットランドを透過した処理水に対し
て脱リン処理を行うようにする。
【００１７】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態につい
て図面に基づいて詳述する。図１は本発明に係る水質浄
化システムの概略図、図２はウェットランド３の平面図
（一部底面）、図３～図５は接触酸化槽２の構造図であ
る。
【００１８】本水質浄化システムは、前処理施設として
の沈砂池１および接触酸化処理槽２と、後処理施設とし
ての縮小化されたウェットランド３（以下、コンパクト
ウェットランドという。）とから構成されるシステムで
あり、特に前記接触酸化処理槽２からコンパクトウェッ
トランド３に対して、処理水と共に接触酸化処理によっ
て発生した余剰汚泥を一緒に放出する点を最大の特徴点
とし、加えて前記接触酸化処理槽２において、ＢＯＤ除
去の効率化と硝化促進のために糸状微生物担体を用いて
いる点と、前記余剰汚泥をもコンパクトウェットランド
３に導入することと、前処理施設での硝化促進とが相ま
って、コンパクトウェットランド３での効率的な脱窒を
実現した点と、リン化合物を効果的に除去するために前
記コンパクトウェットランド３に隣接して鉄またはアル
ミ等の金属系多孔質体を充填した水路を併設した点等を
主な特徴点としている。
【００１９】前記沈砂池１は、後プロセスとなるコンパ
クトウェットランド３において、湿地基盤を構成する礫
または人工メディア等の粒子間での閉塞を防止するた
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め、河川から取り込んだ汚濁水から閉塞の原因となる砂
分などの粗粒子を予め取り除くために設置されたもので
あり、沈砂池１において除去された砂分は再び河川に戻
される。沈砂池１は、２系列並設して交互に使用するよ
うにし、堆積した砂分は、クラムシェル、バックホウな
どによって適時搬出される。なお、要はコンパクトウェ
ットランド３において閉塞原因となる砂分を取り除くこ
とができれば良いため、前記沈砂池１のような自然沈降
による手段の他、液体サイクロン、ロータリー分級機、
クラッシファイヤ、振動スクリーンなどの機械的分離に
よる方法を用いてもよい。
【００２０】次いで、前記接触酸化処理槽２は、たとえ
ば本例では図３～図５に示されるように、第１処理槽２
Ａおよび第２処理槽２Ｂ等のように複数の処理槽が並設
された構造とされ、前記沈砂池１からの汚濁水は計量槽
２３を介して槽内に導入される。第１処理槽２Ａおよび
第２処理槽２Ｂの内部には、それぞれ糸状微生物担体２
０、２０が夫々配設されるとともに、槽底部には水中攪
拌ポンプ２１、２１が据え付けられている。この水中攪
拌ポンプ２１は、吐出口にディフューザ管２１ａを備
え、このディフューザ管２１ａの基端部に対して送気管
２４の端部が接続され、前記送気管２４を通じて供給さ
れた空気が水中攪拌ポンプ２１から吐き出されるジェッ
ト水とともに槽内に供給されるようになっている。
【００２１】槽内に流入した汚濁水は、前記糸状微生物
担体２０に担持されている細菌類、菌類、原生動物、お
よび微小後生動物等の微生物群によって生物分解される
ことによってＢＯＤが除去される。また、曝気に伴う好
気的雰囲気の中で硝化菌の活動によりアンモニアが酸化
されて硝酸性窒素とされる硝化が効果的に促進されるよ
うになっている。
【００２２】前記糸状微生物担体２０に付着している微
生物群は、肥大化によって自重により剥離しそのまま余
剰汚泥となるが、本発明では前記水中攪拌ポンプ２１か
らのジェット水流によってこの剥離汚泥を槽底に沈殿さ
せることなく、浮遊状態で循環させ、処理水と共に後段
のコンパクトウェットランド３に連続的に導くようにし
ている。したがって、接触酸化処理槽２の底部には一切
余剰汚泥は堆積することがなく、従来必要とされていた
汚泥処理設備を不要とすることができる。なお、前記水
中攪拌ポンプ２１は、余剰汚泥を底部に堆積させないこ
とが目的のため、これに代えて水中攪拌機などの攪拌手
段を用いることでもよい。
【００２３】他方、前記糸状微生物担体２０としては、
本発明に則して適宜の形態のものを使用することができ
る。
【００２４】図６～図８に示される第１の糸状微生物担
体２０Ａは、円筒状に製織された中空幹部３０の側面よ
り十字方向のそれぞれに、細菌、菌類、原生生物、微小
後生生物などの微生物群が付着、生息し易い特定材質の

繊維糸を束ねた繊維糸条３１Ａ～３１Ｄをループ状にか
つ中空幹部３０に沿って多数形成するとともに、前記中
空幹部３０の内部に芯材１４を挿入してある程度の自立
性を持たせたものである。この糸状微生物担体２０Ａを
たとえば図６に示されるように、上下端部をそれぞれ上
部支持体２８と下部支持体２９とにより支持し、上下方
向配置で多数張設した状態で前記接触酸化処理槽２内に
配置する。そして、汚水を処理槽に導いて曝気処理をし
てやると、微生物担体に対して外側および内側（ループ
内部側）から曝気に伴う酸素が十分に供給され、好気性
微生物が活発に活動するようになり、高い浄化能力を発
揮するようになる。
【００２５】次いで、図９に示される糸状微生物担体２
０Ｂは、横方向に沿って配設された多数の繊維糸条２
７、２７…を縦方向に配置された複数本の縦糸の束から
なる固定部材２６、２６…によって固定するとともに、
水平方向に配置された距離規制糸２５、２５…によって
前記固定部材２６、２６…間の距離を若干縮小すること
により前記繊維糸条２７、２７…をそれぞれ側方に膨出
させたものである。
【００２６】さらに、図１０に示される糸状微生物担体
２０Ｃは、水平方向に沿って配設された多数の繊維糸条
２７、２７…を縦方向に配置された複数本の縦糸の束か
らなる固定部材２６、２６…によって固定するととも
に、前記固定部材２６、２６…を支持体に取り付けるに
当たり、上部支持体２８と下部支持体２９とにより別々
に支持するようにし、かつ固定部材２６、２６…間の距
離を小さくしてやることにより、前記繊維糸条２７、２
７…を波状に側方に膨出させたものである。
【００２７】これら糸状微生物担体２０Ａ～２０Ｃのよ
うに、糸状の部材（紐状も含む）を主たる微生物支持体
として用いたものであれば、微生物が肥大化してある程
度の自重となると自然に剥落が進むようになるため、本
発明の趣旨に沿って好適に使用できるものとなる。すな
わち、微生物の剥落が自然に行われる点でメンテナンス
が不要となる。なお、紐状または繊維糸条を縦及び横方
向に配設し交差部を連結して格子状とした微生物担体を
用いても同様である。
【００２８】一方、前記コンパクトウェットランド３に
おいては、好ましくは礫または人工メディアからなる湿
地基盤材が充填され、この湿地基盤材に好ましくはヨシ
が植生される。汚水の流下方式には、前述の如く、表面
流れ方式と浸透流れ方式とがあるが、浄化効率の点から
浸透流れ方式が推奨される。試算によれば、表面流れ方
式に比べて湿地面積を１／５以下にし得ることが確認さ
れている。浸透流れ方式の場合の唯一の欠点は目詰まり
が生じ易いことである。相対的ではあるが、水生植物と
してヨシを生息させることにより他の水生植物よりも目
詰まりが生じ難いこと、および十分に根圏を発達させる
ことにより目詰まりが生じ難いことが判明している。ま
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た、前記湿地基盤材をポーラスで空隙率の高い人工メデ
ィアを選択することにより、目詰まりを効果的に抑制す
ることができる。具体的には、たとえばヤシ繊維、ココ
ナッツ繊維などの天然素材を用い空隙率を９０％以上と
した人工メディアやポリプロピレン、サラン繊維、塩化
ビニリデン、ロックウール、ウレタンなどの人工繊維素
材を用い空隙率を９０％以上とした人工メディアなどが
好適に使用される。また、水流方向としては、目詰まり
を防止するため、水平方向よりも流下距離を短縮できる
ことから縦流れとすることが望ましい。具体的には、図
２に示されるように、コンパクトウェットランド３の上
面に散水管８を敷設するとともに、湿地基盤材の底面に
集水管９を敷設して水流方向が縦流れとなるようにす
る。
【００２９】また、ヨシは根圏が６０cm以上にも達し、
根圏が他の抽水植物よりも根が深く発達しているため、
酸素供給能力が他の抽水植物よりも高く、浸透流れ方式
のウェットランドの水生植物として好適に選定すること
ができる。
【００３０】前処理によってＢＯＤが除去されるととも
に、硝化された処理水ととも余剰汚泥（有機性ＳＳ）が
同時に前記コンパクトウェットランド３に供給され、こ
れが湿地基盤材中を浸透しながら流れる過程で、根圏の
表面に付着している好気性微生物によって酸化分解され
るとともに、リンおよび窒素などの栄養塩の一部が根か
ら吸収除去される。また、根圏から外れた嫌気ゾーンに
おいては、硝化された硝酸性窒素が嫌気性微生物である
脱窒菌によって窒素ガスに還元され、地下茎を通じて地
上に放出される。前記脱窒菌による生物的還元作用の際
に前記余剰汚泥（有機ＳＳ）が水素供与体として効果的
に利用され脱窒を促進することとなる。換言すれば、本
発明に従って接触酸化槽において発生した余剰汚泥（有
機ＳＳ）をウェットランドに投入することにより脱窒が
効果的に行われるようになる。
【００３１】この際、脱窒をより一層効果的に促進する
ためには、水素供与体としての余剰汚泥（有機ＳＳ）が
十分に嫌気ゾーンに供給されることが重要となる。硝酸
性窒素を窒素ガスに還元して除去するに当たり、水素供
与体として排水中のＢＯＤを用いる場合、窒素の３倍量
（重量比）以上が必要であるが、有機性ＳＳは、ＢＯＤ
として１００％換算されるわけではなく、換算率は最大
５０％であるため、少なくとも有機性ＳＳを窒素に対し
て６倍以上添加するようにする。
【００３２】また、前記コンパクトウェットランド３に
おけるリンの除去率は、ヨシによる吸収除去による分し
か望めないため、これ以上のリン除去能が必要となる場
合には、湿地基盤材５の下側に配設してある有孔集水管
６からの処理水を一旦鉄またはアルミ等の金属系多孔質
体７を充填した脱リン水路中に処理水を導き、該金属系
多孔質体７に吸着させるようにする。リン酸イオンは基

本的に、鉄イオン、アルミニウムイオンと反応させ不溶
態として除去される。鉄イオン、アルミニウムイオンを
供給する素材として、鉄板、鉄缶、アルミ缶なども使用
可能であるが、３次元編目構造を持つ金属系多孔質体７
は、比表面積が大きく、接触効率が優れているため、他
のものより好適に用いることができる。なお、前記脱リ
ン水路を抜けた処理水は再び河川に放流処理される。
【００３３】
【発明の効果】以上詳説のとおり、本発明によれば、接
触酸化プロセスとウェットランドプロセスとの組み合わ
せることにより、従来のウェットランドと比較して必要
面積を格段に縮小化でき、我が国において容易に適用し
得るようになる。また、前段の接触酸化プロセスで発生
する余剰汚泥をそのままウェットランドに導入するよう
にしたため、従来より接触酸化処理において別途必要と
されていた余剰汚泥処理設備が不要となり、維持管理の
容易化が図れるようになる。さらに、ＢＯＤだけではな
く窒素やリンなどの栄養塩をも効果的に除去し得るよう
になる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る水質浄化システムの概略図であ
る。
【図２】コンパクトウェットランド３の平面図（一部底
面）である。
【図３】接触酸化処理槽２の側面図である。
【図４】接触酸化処理槽２の平面図である。
【図５】接触酸化処理槽２の縦断面図（図２のIV－IV矢
視）である。
【図６】糸状微生物担体２０Ａの構造斜視図である。
【図７】糸状微生物担体２０Ａの拡大斜視図である。
【図８】糸状微生物担体２０Ａの横断面図である。
【図９】他の糸状微生物担体２０Ｂの構造斜視図であ
る。
【図１０】他の糸状微生物担体２０Ｃの構造斜視図であ
る。
【符号の説明】
１…沈砂池、２…接触酸化処理槽、３…コンパクトウェ
ットランド、４…ヨシ、５…湿地基盤体、６…集水管、
７…金属系多孔質体、８…散水管、９…集水管、２０・
２０Ａ・２０Ｂ・２０Ｃ…糸状微生物担体、２１…水中
攪拌ポンプ、２４…送気管
【要約】
【課題】接触酸化処理プロセスとウェットランドプロセ
スとを組み合わせによる浄化システムにおいて、接触酸
化処理において維持管理に多大な労力を必要としていた
余剰汚泥の処理を容易化する。
【解決手段】前記接触酸化処理プロセスにおいて；酸化
処理槽２内部に糸条微生物担体２０を配設し、生物学的
酸化処理による浄化を行うとともに、槽２内部に水中攪
拌ポンプ２１を配置し、発生した余剰汚泥を槽底部に堆
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積させることなく浮遊状態に維持し、この余剰汚泥を処
理水と共に連続的にウェットランド３に投入するように
する。また、ウェットランド３においてはポーラスで空
隙率の高い人工メディア５によって湿地基盤体を構成す

るようにし、かつ浸透流れ方式により前記余剰汚泥及び
処理水を流下させるようにし、酸化分解とともに脱窒を
促す。

【図１】

【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】

【図１０】
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